
○門脇副議長 次に、津田議員。

〔津田議員質問席へ〕

○津 田議 員 公 明党 の 津田幸 一で ござ います 。午 前中の 徳田 議員

によ る代 表質問 に関 連 しまし て、 私は 健康対 策に ついて 、通 学路

の安 全対 策につ いて 、 以上、 大要 ２点 の質問 をさ せてい ただ きま

す。 市長 並びに 当局 の 皆様方 の前 向き な御答 弁を よろし くお 願い

いた しま す。私 の質 問 が、昨 日の 中田 議員の 質問 と重複 する 質問

がありますので、初めにお断りさせていただきます。

まず初めに、大要１点目、健康対策についてです。

が ん検 診、各 種健 康 診断の 受診 率向 上につ いて です。 ２０ ２３

年の厚生労働省の発表によりますと、日本の平均寿命は、男性８ 1.

０ ５ 歳 、 女 性 は ８ 7.０ ９ 歳 で あ る こ と が 分 か り ま し た 。 この 数字

は２ 年連 続で下 回っ て いる数 字と なり ます。 日本 人の死 因に つい

て見 てみ ると、 がん 、 心疾患 、脳 血管 疾患の ３大 死因で あり 、私

たち は健 康に気 をつ け て長寿 を楽 しん でいき たい もので す。 そこ

で、 米子 市にお ける 死 因別の 死亡 状況 と死亡 率の 上位３ 位に つい

てお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おき ます 死因別 死亡 状況と 死因 別死

亡率 の上 位３位 につ い てのお 尋ね でご ざいま すが 、令和 ３年 の鳥

取県 人口 動態統 計に よ ります と、 本市 の死因 で最 も多い もの は悪

性新 生物 、つい で老 衰 、心疾 患、 脳血 管疾患 とな ってお りま して、

生活 習慣 に起因 して 亡 くなる 方が 約半 数を占 めて いる状 況で ござ

います。

○門脇副議長 津田議員。



○津 田議 員 本 市で は 、生活 習慣 に起 因して 亡く なる方 が約 半数

を占 めて いる状 況で あ り、日 本人 の３ 大死因 であ るがん は上 位３

位に は入 ってい ませ ん でした が、 いま だに不 治の 病であ ると 思わ

れて おり 、早期 に発 見 し、適 切な 治療 を行え ば、 ９割以 上の 方が

がん は治 ると言 われ て おりま す。 がん 対策の 一番 は予防 です 。が

んを 早期 に発見 し、 早 期に治 療す るこ とでが んに よる死 亡を 減少

させ るた めに検 診を 定 期的に 行う こと が重要 であ ると考 えま す。

本市 の過 去３年 間の が ん検診 受診 率は どのよ うに なって いる ので

しょ うか 。また 、そ の 受診率 につ いて 、本市 の御 見解を お伺 いい

たします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の 過去 ３年 間のが ん検 診の受 診率 と見

解に つい てのお 尋ね で ござい ます が、 全年齢 のが ん検診 受診 率は、

過去 ３年 間の傾 向と し まして 、１ ０％ 台から ２０ ％台で 横ば いと

なっ てお ります 。一 方 、国が 、が ん検 診の受 診を 推奨す る年 齢、

子宮 頸が ん検診 は２ ０ 歳から ６９ 歳、 ほかの がん 検診は ４０ 歳か

ら６ ９歳 におけ る受 診 率は、 過去 ３年 間の傾 向と して、 子宮 頸が

ん、 乳が ん検診 は５ ０ ％から ６０ ％程 度と目 標値 に対し て高 くな

っ て お り ま し て 、 胃 が ん 、 大 腸 が ん 、 肺 が ん 検 診 は お お む ね ２

０％台から３０％台と低くなっております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 日 本全 体 でもが んの 死亡 率は減 少し ていま すが 、が

ん検 診の 受診率 向上 は 課題と なっ てお ります 。で は、受 診率 が低

い要 因を 本市は どの よ うに認 識し てお られる のか お伺い いた しま

す。



○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 受診率 の低 い要 因につ いて でござ いま すが、

要因 とい たしま して は 、新型 コロ ナウ イルス 感染 症の流 行に よる

受診 控え や定期 的に 検 診を受 診す るこ との必 要性 や重要 性が 市民

の皆様へ十分浸透してないことなどが考えられます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 日 本の が ん検診 の受 診率 が低い 理由 は複数 あり ます

が、 一般 的主な 要因 は 、知識 不足 、不 安、時 間、 費用な どが あり

ます 。早 期発見 によ る 治療の 効果 やが ん以外 の病 気の危 険因 子の

チェ ック など、 検診 の メリッ トは 多岐 にわた りま す。で は、 がん

対策 推進 基本計 画の 見 直しで 、が ん予 防につ いて は、が ん検 診受

診率 の目 標はい ずれ の がん種 にお いて も増加 傾向 であっ たこ とで、

一部 のが ん種で 目標 値 を達成 でき たこ とから 、さ らなる 受診 率向

上を 目指 し、５ ０％ か ら６０ ％に 引き 上げら れま したが 、本 市の

取組についてお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 受診率 向上 に向 けた本 市の 取組に つい てで

ござ いま すが、 代表 質 問の中 でも 市長 のほう から も御答 弁さ せて

いた だき ました が、 令 和５年 度に は、 一部の 対象 者に対 しま して

限定 して いた検 診受 診 券の送 付を 全対 象者へ 拡大 しまし て、 また、

近年 の未 受診者 に対 し ては、 国の 推奨 する個 別勧 奨はが きを 送付

した とこ ろでご ざい ま す。加 えま して 、９月 の健 康増進 普及 月間

に市 内商 業施設 等で 地 域の健 康づ くり 組織や 関係 機関と 連携 し、

がん 検診 、各種 健康 診 断の受 診勧 奨を 行うキ ャン ペーン を実 施し

たと ころ でござ いま す 。令和 ６年 度に は、市 民の 利便性 向上 の観



点か ら、 新たに ウェ ブ による がん 検診 予約シ ステ ムを導 入し 、２

４時 間、 予約を 行え る よう、 受診 環境 を整え る予 定でご ざい ます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 今 年度 は 、検診 受診 券の 送付を 全対 象者へ 拡大 され

たこ とな ど、大 変に 良 い取組 と考 えて おりま す。 では、 詳細 につ

いて お尋 ねいた しま す 。９月 の健 康増 進普及 月間 にキャ ンペ ーン

を実 施さ れての 市民 の 反応や 目に 見え た成果 はあ ったの かお 伺い

いたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健康増 進普 及月 間のキ ャン ペーン につ きま

して 、市 民の皆 様の 反 応や成 果に つい てでご ざい ます。 令和 ５年

度は 、丸 合米子 南店 と 米子市 役所 本庁 舎にて キャ ンペー ンを 開催

しま して 、関係 機関 の 協力を 得て 、骨 密度測 定や 糖尿病 リス クチ

ェッ ク、 血管年 齢測 定 等を実 施し たと ころで ござ います 。測 定に

関し まし ては、 当日 、 開始前 より 多く の方に お越 しいた だき まし

て、 幅広 い年齢 の方 に 御参加 いた だき 、個人 の健 康づく りへ のき

っか けに つなが った と 考えて おり ます 。また 、地 域の健 康づ くり

組織 の御 協力も あり ま して、 測定 に参 加され なか った方 に対 しま

して も啓 発グッ ズを 配 布し、 様々 な年 代の方 へ健 診の受 診勧 奨を

行うことができたと考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 興 味を 持 つ内容 や人 が集 まる場 所で あった こと で引

き続きの実施をお願いしたいと思います。

で は、 次に、 令和 ６ 年度に は、 市民 の利便 性向 上の観 点で ウェ

ブに よる がん検 診予 約 システ ムを 導入 し、２ ４時 間予約 を行 える



よう 、受 診環境 を整 え る予定 とあ りま すが、 各種 健診等 のウ ェブ

予約についてはないものでしょうか、お伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ウェブ 予約 によ るがん 検診 予約シ ステ ムの

各種 健診 等への 導入 に ついて でご ざい ますが 、令 和６年 度に おき

まし ては 、本市 で電 話 予約を 受け てお りまし たが ん検診 の集 団検

診を中心にウェブ予約の導入を考えているところでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 今 後は 、 市民の 受診 率向 上のた めに も、ウ ェブ によ

るが ん検 診予約 シス テ ムでが ん検 診の 集団検 診以 外の検 診予 約の

拡大ができるよう要望いたします。

次 に、 現在本 市で 取 り組ま れて いる ＡＹＡ 世代 のがん 対策 や支

援等についてお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市が 取り 組ん でおり ます ＡＹＡ 世代 のが

ん対 策や 支援に つい て でござ いま す。 ＡＹＡ 世代 のがん 患者 等が

希望 を持 ってが ん治 療 等に取 り組 むこ とがで きる よう、 がん 治療

前に 卵子 、精子 等を 凍 結保存 する 妊孕 性温存 療法 を受け 、が ん治

療後 に凍 結した 検体 を 用いた 生殖 補助 医療を 受け た場合 には 、費

用の一部を助成することを行っているところでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 では 、子 宮頸が んは 、ＡＹ Ａ世 代の

１５ 歳か ら３９ 歳の 女 性が罹 患す るが んの中 で多 くの割 合を 占め

てお り、 日本で は増 加 傾向に あり ます 。予防 方法 として はＨ ＰＶ

ワク チン と検診 の組 合 せが有 効で すが 、日本 では ＨＰＶ ワク チン



の接 種率 が極め て低 く 、公衆 衛生 上、 大きな 課題 となっ てお りま

す。 一般 的にが んは 高 齢者に 多い 病気 ですが 、Ａ ＹＡ世 代の 女性

にお いて は、２ ０歳 か ら４０ 歳ま では がんや 子宮 頸がん の割 合が

多く 、特 に気を つけ る 必要が あり ます 。本市 にお けるＡ ＹＡ 世代

にか かり やすい がん の 乳がん 、子 宮頸 がんの 支援 につい てお 伺い

いたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おけ ます ＡＹＡ 世代 にかか りや すい

がん の支 援につ いて で ござい ます 。若 い女性 の罹 患が多 い子 宮頸

がん に関 しまし ては 、 ＨＰＶ ワク チン と検診 受診 、両方 の必 要性

を周 知す るため 、ワ ク チン接 種医 療機 関で啓 発カ ードの 配布 を行

うな ど、 周知を 行っ た ところ でご ざい ます。 また 、令和 ５年 度に

は、 鳥取 大学医 学部 附 属病院 と共 催で しきゅ うｃ ａｆｅ を４ 回開

催い たし まして 、医 師 の相談 やワ クチ ンや検 診の 啓発を 行っ たと

ころでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 若い 女性 の罹患 が多 い子宮 頸が んに

関し て、 ＨＰＶ ワク チ ンと検 診受 診、 両方の 必要 性を周 知す るこ

とは 大変 に良い 取組 と 考えま す。 しか し、ワ クチ ン接種 、医 療機

関へ 来ら れる方 への 取 組であ りま すの で、医 療機 関に来 られ ない

方へ はど うでし ょう か 。札幌 市で は、 子宮が ん検 診を受 診す るき

っか けと してい ただ く ことを 目的 に、 過去３ 年間 に市の 子宮 がん

検診 を受 診して ない 市 内に住 む２ ５歳 の女性 を対 象にＨ ＰＶ の感

染状 況を 調べる ため の ＨＰＶ 自己 採取 検査を 行っ ていま す。 ＨＰ

Ｖは 性交 渉によ り多 く の女性 が感 染す るあり ふれ たウイ ルス との



こと で、 大抵は 自然 に 消滅し ます が、 感染が 持続 すると がん を引

き起 こす ことが あり ま す。Ｈ ＰＶ 自己 採取検 査キ ットは 、各 個人

が自 宅で 採取し た細 胞 を指定 の検 査機 関に送 付し 、検査 機関 はウ

イル ス感 染の有 無を 通 知し、 結果 に応 じて、 市が 実施す る検 診を

案内 しま す。で は、 Ｈ ＰＶ検 査の 自己 採取キ ット の配付 によ る検

査の導入について本市のお考えをお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ＨＰＶ 検査 の自 己採取 キッ トの配 付に つい

てで ござ います 。本 市 の子宮 がん 検診 は、鳥 取県 内でが ん検 診を

実施 でき ると認 定を 受 けた医 療機 関で 実施す るこ とで質 を担 保し

た検 診を 行って きて お りまし て、 ＨＰ Ｖ検査 にお きまし ても 同一

医療 機関 で実施 して い るため 、自 己採 取キッ トの 導入は 現時 点で

は考 えて おりま せん 。 子宮が んの 予防 にはワ クチ ン接種 と検 診受

診が 両輪 であり 、引 き 続き周 知・ 啓発 に努め てい きたい と考 えて

おります。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 受 診す る きっか けと して いただ くこ とを目 的に この

年代 の人 たちの 受診 率 を高め 、そ の後 の定期 的な 受診を 促す こと

が早 期発 見、早 期治 療 につな がる と期 待され てい ますの で、 ＨＰ

Ｖ検査の自己採取キットの配付について要望いたします。

次 に、 本市の 現在 の 人口と 、こ のう ち国民 健康 保険の 被保 険者

数と 人口 に対す る国 民 健康保 険の 被保 険者の 割合 につい てお 伺い

いた しま す。ま た、 そ のうち 、特 定健 康診査 の対 象とな る４ ０歳

以上７４歳以下の被保険者数についてお伺いいたします。

○門脇副議長 長谷川市民生活部次長。



○長 谷川 市民生 活部 次 長 お 尋ね のあ りまし た本 市の現 在の 人口

と国 民健 康保険 の被 保 険者数 とそ の人 口に対 する 割合、 そし て、

その うち の特定 健診 の 対象と なる ４０ 歳以上 ７４ 歳以下 の被 保険

者数 とそ の割合 とい う お尋ね でご ざい ますが 、ま ず、本 市の 現在

の人 口の ほうか らで ご ざいま すが 、本 市の人 口が 、令和 ６年 １月

３１ 日現 在で１ ４万 5,０ ５ ０ 人 、 そ の う ち 国 民 健 康 保 険 の 被 保険

者数 が２ 万 4,２ ７ ４ 人 で ご ざ い ま す 。 そ し て 、 人 口に対 する 国民

健康保険の被保険者の割合は１ 6.７３％となってございます。

次 に 、 国 民 健 康保 険 の４０ 歳以 上７ ４歳以 下の 被保険 者数 とそ

の国 民健 康保険 に対 す る割合 でご ざい ますけ れど も、４ ０歳 以上

７４ 歳以 下の被 保険 者 の数が １万 9,１ ７ １ 人 、 割 合 は ７ 8.９ ８ ％

となっております。以上です。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 被 保険 者 数は２ 割弱 、そ のうち ４０ 歳以上 ７４ 歳以

下の 被保 険者の 割合 が ８割弱 とい うこ とです 。国 民健康 保険 は最

近で は新 型コロ ナウ イ ルス感 染症 拡大 に伴い 、離 職され た方 や定

年退 職な ど、健 康保 険 等から 加入 する 人が多 く、 今後も 被保 険者

の高 齢化 が進ん でい く ことが 予測 され ること から 、急激 な医 療費

の増 加、 国保財 源へ の 影響が 懸念 され ていま す。 健康寿 命延 伸は

医療 費の 削減に つな が り、受 診が 遅れ ること で医 療費が 増加 し、

医療 制度 全体に 負担 が かかり ます 。で は、健 診等 の未受 診理 由を

現在 どの ような 方法 で 把握し 、ど のよ うに認 識し ておら れる かお

伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健診等 の未 受診 理由の 把握 方法と 認識 につ



いて でご ざいま すが 、 令和３ 年度 に市 民を対 象に 行いま した 健康

づく りに 関する アン ケ ート調 査に おき まして 、健 診等を 受け ない

理由 を調 査しま した と ころ、 自覚 症状 がない 、手 続、予 約が 面倒

の割 合が 多くな って お りまし た。 アン ケート 結果 から健 診の 重要

性の 周知 ・啓発 や、 令 和６年 度か ら導 入予定 のが ん検診 ウェ ブ予

約シ ステ ム導入 によ る 受診環 境の 整備 等に努 めて いく必 要が ある

と考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 ア ンケ ー ト結果 から 把握 されて 、ウ ェブ予 約シ ステ

ムの導入に向かわれたというか、そういうことは分かりました。

続 いて 、定期 的な 健 診や検 診の 受診 勧奨に つい てです 。定 期的

な健 診や 受診勧 奨に つ いて、 本市 はど のよう な取 組をさ れて いる

のかお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 定期的 な健 診や 検診の 受診 勧奨に おけ る本

市の 取組 につい てで ご ざいま すが 、健 診につ きま しては 、特 定健

診対 象者 のうち 、人 間 ドック 申込 者を 除く、 全員 に受診 券を 発送

し、 受診 勧奨を 行っ て おりま す。 また 、未受 診者 の対象 とし まし

て、 前年 度中途 国保 加 入者や 当該 年度 ４０歳 到達 者、不 定期 受診

者、 ３年 未受診 者、 人 間ドッ クラ スト 対象者 に対 しまし て再 勧奨

通知 をし ている とこ ろ でござ いま す。 なお、 さら なる受 診率 向上

のた め、 令和６ 年度 は 、新た に健 診未 受診者 の過 去の傾 向等 を分

析し 、そ の理由 に応 じ た８種 類の 勧奨 通知を 送付 する予 定で ござ

います。

が ん検 診につ きま し ては、 まず 、全 対象者 に受 診券を 送付 いた



しま して 、その 後に ４ ０歳の 方へ 受診 勧奨通 知の 送付や 国の 推奨

する 個別 勧奨は がき の 送付に より まし て、未 受診 者へ受 診勧 奨を

実施しております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 健 診を 継 続して 受け ても らう上 で、 初回の 働き かけ

がとても重要だと私も考えております。

次 に、 健康へ の意 識 を高め るた めの 啓発運 動と して、 本市 はど

のような取組をされているのかお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健康へ の意 識を 高める 啓発 活動と して の取

組に つい てでご ざい ま す。令 和４ 年度 から、 健康 への意 識を 高め

る取 組と いたし まし て 、健康 づく りに 関する 啓発 動画を 作成 しま

して 、ホ ームペ ージ 等 で公開 して おり ます。 令和 ５年度 以降 は、

動画 の視 聴者が 増え る よう、 健康 増進 普及月 間キ ャンペ ーン での

周知 や、 ＳＮＳ にお け る配信 等に 取り 組んで いる ところ でご ざい

ます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 Ｓ ＮＳ や ホーム ペー ジな どでが ん検 診の重 要性 につ

いて 広報 に努め てい く ことは 大変 良い 取組で あり 、アッ プデ ート

についてもよろしくお願いいたします。

続 いて 、定期 的な 健 診や検 診の 受診 支援に つい てです 。受 診支

援に つい ては、 京都 府 では株 式会 社ロ ーソン との 協定に 基づ き、

コン ビニ 駐車場 を活 用 したが ん検 診を 実施し て、 ローソ ンへ 来店

され た方 も受診 され る など、 多く の方 に受診 して いただ いて いま

す。 そこ で、コ ンビ ニ でのが ん検 診実 施につ いて 、本市 の考 えを



お伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 コンビ ニで のが ん検診 受診 の実施 につ いて

でご ざい ますが 、京 都 府にお きま して 、肺が ん検 診をコ ンビ ニ駐

車場 で実 施され たと い うこと は承 知を してい ると ころで ござ いま

す。 本市 の肺が ん検 診 につき まし ては 、集団 検診 方式か ら、 令和

２年 度に 各医療 機関 で の個別 検診 を併 用した 方式 に切り 替え 、受

診者 の約 ９割が 個別 の 医療機 関を 利用 してい るこ とや、 集団 検診

にお きま しては 、ふ れ あいの 里、 地区 体育館 を利 用いた しま して、

予約 なく 受診で きる 体 制を取 って おり ますこ とか ら、現 時点 でコ

ンビ ニに おける がん 検 診の実 施は 考え ていな いと ころで ござ いま

す。 引き 続き検 診が 受 けやす い環 境を 整えて いき たいと 考え てお

ります。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 検診 が受 けやす い環 境を今 後も 整え

ていただきますよう、よろしくお願いいたします。

次 に、 無料も しく は 低コス トで 受診 しやす い環 境の整 備で は、

本市 では その考 えは 現 時点で はな い。 初回乳 がん 検診の ４０ 歳の

みが 無料 である とい う ことで ござ いま すが、 受診 率向上 のた めに

も、無料クーポン券の拡大の考えについてお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 受診率 向上 のた めの無 料ク ーポン 券の 対象

の拡 大に ついて でご ざ います が、 先ほ ど答弁 をい たしま した けれ

ども 、健 康づく りに 関 するア ンケ ート から、 健診 等を受 けな い理

由と いた しまし て、 自 覚症状 がな い、 手続、 予約 が面倒 とい う理



由が 上位 となっ てお り ますこ とか ら、 特に健 診の 重要性 の周 知・

啓発 や受 診環境 の整 備 に取り 組ん でい るとこ ろで ござい まし て、

現時 点で 無料ク ーポ ン 券の対 象拡 大に ついて は考 えてい ない とこ

ろでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 がん 検診 につい ては 、例え ば４ ０歳

から ５歳 ごとの 節目 時 のがん 検診 のみ 対象者 の拡 大をし てい ける

など 、そ ういう よう な ことは でき ない かとい うこ とで要 望を いた

します。

次 に、 健康マ イレ ー ジ事業 の推 進に ついて です 。健診 に行 かな

い人 を受 診に行 かせ る 方策は 、何 があ れば受 診す る気持 ちに なる

のか 。私 はイン セン テ ィブで ある と考 え、過 去２ 回の健 康マ イレ

ージ につ いての 質問 を してお りま す。 先ほど の代 表質問 では 、自

治体 イン センテ ィブ を 生かし 、楽 しみ ながら 健康 づくり がで きる

本市 独自 の健康 マイ レ ージ事 業の 本市 の取組 につ いてお 伺い し、

その 御答 弁では 、次 年 度以降 、６ ５歳 以上の 方を 対象に フレ イル

予防 に資 する取 組に 対 し健康 ポイ ント を付与 し、 自発的 で継 続的

な健 康づ くりを 促す こ ととし てい る。 フレイ ル予 防にお ける 取組

の効 果等 を見な がら 、 生活習 慣病 予防 の対象 とな る働く 世代 等へ

の拡 大に ついて 考え て いきた いと あり ました 。で は、６ ５歳 以上

の方 のフ レイル 予防 の 取組に 健康 ポイ ントを 取り 入れた 目的 は何

かお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 フレイ ル予 防の 取組に 健康 ポイン トを 導入

いた しま した目 的に つ いてで ござ いま すが、 今年 度、要 支援 、要



介護 認定 を受け てお ら れない 高齢 者に 対しま して 、フレ イル 度チ

ェッ クと その結 果に 応 じた予 防実 践に つなげ る一 連の取 組を 行っ

てき たと ころで ござ い ます。 その 中で 、今後 も利 便性の 高い 米子

市フ レイ ル予防 アプ リ でのチ ェッ ク実 施や、 その 後の予 防実 践へ

の行 動化 を重点 的に 推 進して いき たい と考え てお ります 。そ のた

めに フレ イル予 防ア プ リを活 用し なが ら、予 防実 践の取 組を 習慣

化さ せる きっか けづ く りとし て、 健康 ポイン トの 導入を 検討 した

ところでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 では 、次 に、６ ５歳 以上を 対象 とし

た健 康ポ イント の効 果 等を見 なが ら、 生活習 慣病 予防の 対象 とな

る働 く世 代等へ の拡 大 をする との 考え 方の根 拠に ついて お伺 いい

たします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健康ポ イン トの 対象者 の拡 大につ いて の考

え方 につ いてで ござ い ます。 健康 づく りの取 組は 、食生 活の 改善、

運動 、健 診受診 など 、 多岐に わた って おりま して 、イン セン ティ

ブを 活用 した取 組を 行 う際に は、 その 効果等 を見 極める 必要 があ

ると 考え ており ます 。 まずフ レイ ル対 策にお きま して健 康ポ イン

トを 導入 しまし て、 そ の効果 等を 見な がら対 象の 拡大に つい て探

っていきたいと考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 ま ずは フ レイル で効 果を 見られ ると のこと です が、

健康 ポイ ント事 業で ６ ５歳以 上の 米子 市民を 対象 に、フ レイ ル予

防ア プリ を用い た自 主 的な健 康づ くり に対し てポ イント を付 与し、



たま った ポイン トは Ｊ －Ｃｏ ｉｎ とし て還元 する 予定と あり ます

が、どのような運用になるのかお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健康ポ イン トの 運用に つい てでご ざい ます。

あら かじ め健康 ポイ ン トの対 象と なる 取組や ポイ ント数 を定 めて

おき まし て、実 践す る ことで 付与 され たポイ ント は、フ レイ ル予

防ア プリ 内で管 理す る ことを 想定 して おりま す。 また、 たま った

健康 ポイ ントは 利用 者 の意向 に応 じて 、市内 のＪ －Ｃｏ ｉｎ 登録

店舗 で利 用でき るＪ － Ｃｏｉ ｎポ イン トに変 換可 能とす る予 定で

ございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 私 もフ レ イル予 防ア プリ はイン スト ールし てお りま

す。 たま った健 康ポ イ ントは Ｊ－ Ｃｏ ｉｎポ イン トに変 換で きる

こと で、 市民が フレ イ ル予防 に取 り組 んでい ける ものと 考え ます。

次 に、 健診へ の関 心 を深め 、健 診を 受診し たく なるよ うな 受診

促進 キャ ンペー ンの 実 施や、 受診 した 方に抽 せん で景品 の贈 呈、

また 未受 診者の アプ ロ ーチと して 、初 めて受 診し た方へ の記 念品

贈呈 など を行う こと で 受診率 向上 がで きると 考え ますが 、御 見解

をお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 健診促 進キ ャン ペーン の実 施や受 診者 への

景品 贈呈 などの 取組 に ついて でご ざい ますが 、令 和５年 度健 診受

診の きっ かけづ くり と しまし て、 健康 増進普 及月 間キャ ンペ ーン

を実 施し まして 、健 康 チェッ クを 体験 するこ とで 自身の 健康 に関

心を 持っ ていた だく 取 組を実 施し たと ころで ござ います 。ま た、



キャ ンペ ーンに おき ま しては 、啓 発グ ッズの 配付 と健診 受診 の声

かけ を行 いまし て、 受 診率向 上に 努め ている とこ ろでご ざい ます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 健 康増 進 普及月 間キ ャン ペーン で健 康チェ ック や啓

発グ ッズ の配付 と健 診 受診の 声か けを 行うな ど、 健診受 診の きっ

かけ づく りを行 われ た とのこ とで すが 、では 、受 診率向 上に つい

ては 、他 の市町 にお い ても課 題と なっ ていま す。 その市 町が 連携、

協働 して キャン ペー ン を実施 し、 例え ば日帰 り温 泉の招 待券 やお

食事 券、 割引券 など を 贈呈す るこ とで 身も心 も健 康にな れる と考

えますが、御見解をお伺いいたします。

○門脇副議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 他市町 村と 連携 しての 受診 率向上 の対 策に

つい てで ござい ます 。 鳥取県 が県 内各 市町村 と共 催で実 施を して

いま す、 あるく と健 康 ！うご くと 元気 ！キャ ンペ ーンに 本市 も共

催を して おりま して 、 キャン ペー ンの 啓発、 利用 勧奨を して いる

とこ ろで ござい ます 。 キャン ペー ンの 参加者 には 抽せん によ り景

品を 贈呈 してお りま し て、本 市で は令 和４年 度の 実績と しま して、

２６ ５人 が参加 され た ところ でご ざい ます。 本市 といた しま して

は、 独自 に米子 市国 保 特定健 康診 査及 び後期 高齢 者の健 康診 査受

診者 に、 令和元 年度 か ら市内 の日 帰り 入浴施 設の 協力を 得ま して、

施設利用の割引券を贈呈しているところでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 県 と県 内 市町村 と共 催し ている もの や、本 市と して

取り 組ま れてい ると の ことで 、継 続的 な取組 をお 願いい たし ます。

次 に、 健診の 受診 率 向上に 向け たキ ャンペ ーン 等の取 組は 、歩



いて 楽し いまち づく り などと コラ ボで 、健康 づく りにも 期待 でき、

米子 市の その他 の事 業 と連携 する こと で住民 の理 解や利 用が 広が

り、 魅力 を感じ ても ら うよう にな ると 考えま すが 、御見 解を お伺

いいたします。

○門脇副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 健 診の 受 診率の 向上 につ きまし ては 、単純 な受 診勧

奨だ けで は、な かな か これは 限界 がご ざいま すの で、議 員御 指摘

のと おり 、他の 施策 と 組み合 わせ なが ら受診 に結 びつく きっ かけ

とす るこ とが大 切だ と いうふ うに 考え ており ます 。来年 度実 施し

よう とし ており ます 健 康ポイ ント 事業 につき まし ては、 要支 援、

要介 護認 定のな い高 齢 者の方 を対 象に 、フレ イル 対策推 進課 が実

施い たし ますフ レイ ル 予防の 取組 に参 加をし たり 、ある いは 運動

や食 事な どの日 々の 記 録をフ レイ ル予 防アプ リに 入力す るこ とで

ポイ ント を付与 する こ とを今 想定 して おりま す。 これも フレ イル

対策 を目 的にし たも の だけで はな くて 、ポイ ント をもら った 方が

地域 で消 費をし てい た だいて 、地 域の 経済の 振興 にもつ なげ られ

たら なと いうと ころ も もう一 つの 目的 と組み 合わ せた施 策と なっ

てご ざい ます。 これ に つきま して は、 まずは 限定 的な範 囲で スタ

ート いた しまし て、 そ の実施 状況 です とか、 ある いは利 用状 況な

どを 踏ま えた上 で、 将 来的に 歩い て楽 しいま ちづ くりで すと か、

ヘル スケ アプラ ット フ ォーム 事業 など 、他の 取組 と連携 させ なが

ら、 市民 の健康 づく り とまち づく り、 あるい は経 済振興 を図 って

いきたい、そのように考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 伊 木市 長 から前 向き な御 答弁い ただ きまし た。 あり



がと うご ざいま す。 ま ずはフ レイ ル予 防でポ イン ト付与 から スタ

ート して 、将来 的に は 利用状 況等 を踏 まえ、 健康 づくり をは じめ

とし た様 々な取 組と 連 携して いく こと では、 例え ば健康 づく りで

は、 健診 等の受 診で ポ イント 付与 、生 活習慣 病予 防から は体 重を

減量 する とポイ ント 付 与、歩 いて 楽し いまち づく りでは 歩い た距

離や イベ ント参 加な ど でポイ ント 付与 、市民 の健 康づく り、 地域、

経済 の活 性化な どに も 効果が 得ら れ、 市民も まち も元気 にな り、

米子 市が 元気に なる 、 総合的 な取 組と なるこ とを 期待し まし て、

次の質問に移ります。

次に、大要２点目、通学路の安全対策についてです。

通学 時 の見 守り に つい てで す 。登下 校 中の 子ど も が被害 に 遭う

交通 事故 や犯罪 を減 ら すため には 、地 域全体 で登 下校中 の子 ども

たち の見 守り活 動を 行 うこと が効 果的 です。 現在 通学路 での 安全

を見 守る ために 交通 指 導員や 地域 コミ ュニテ ィの 方の挨 拶運 動な

どの 見守 りや、 帰宅 時 には保 護者 の方 が交代 制な どで見 守り を行

って おら れます 。一 方 で、人 口減 少や 少子高 齢化 の進行 に伴 い、

見守り活動の担い手不足が懸念されています。

現 在登 校時に ボラ ン ティア で通 学路 の見守 り活 動をし てい ただ

いている方の人数と近年のその増減の傾向をお伺いいたします。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 通 学路 の見守 りボ ランテ ィア の人

数と 、そ れと近 年の 増 減傾向 につ いて のお尋 ねで ござい ます けれ

ども 、市 内にお きま し て地域 の団 体や 個人の 方が ボラン ティ アで

登下 校時 の見守 り活 動 を行っ てい ただ いてい るこ とは把 握し てお

りま すが 、具体 的な 人 数の確 認ま では してい ない ところ でご ざい



ます 。な お、市 が委 嘱 してお りま す交 通安全 指導 員につ きま して

は、 現在 ５８名 の方 に 活動い ただ いて おりま して 、令和 元年 には

６８ 名で ござい まし た ので、 年々 若干 減少し てい る状況 でご ざい

ます 。ま た、青 少年 健 全育成 を目 的と して活 動い ただい てま す少

年指 導員 につき まし て は、現 在２ １４ 名でご ざい まして 、過 去５

年の 人数 を見ま すと 、 おおむ ね２ ２０ 名弱で 推移 してお りま して、

大きな増減はございません。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 少 年指 導 員につ いて は５ 年で大 きな 増減は ない とい

うこ とで すが、 交通 指 導員に つい ては ５年で １０ 名も減 少さ れて

いるということでございます。

で は、 現在見 守り 活 動して いる 方へ の謝金 があ るのか お伺 いい

たし ます 。また 、今 後 見守り ボラ ンテ ィアの 方々 への謝 金の 支援

です とか 、地域 団体 と ＰＴＡ との 協議 会の強 化な ど見守 りの 担い

手確 保策 を強化 する べ きと考 えま すが 、御見 解を お伺い いた しま

す。

○門脇副議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 まず、 見守 り活 動をし てい らっし ゃる 方へ

の謝 金に ついて でご ざ います が、 交通 安全指 導員 につき まし ては、

道路 交通 の安全 保持 及 び安全 運動 の推 進を図 ると いうこ とか ら、

本市 が指 導員さ んを 委 嘱して 、謝 金と して年 間４ 万 5,７ ０ ０ 円 の

支 給 を し て い る と こ ろ で ござ いま す。 また、 先ほ どの少 年指 導員

につ いて も、こ れは 市 が委嘱 して おり まして 、登 下校の 見守 り活

動を 含む 青少年 健全 育 成に資 する 活動 を月に １度 以上実 施さ れれ

ば、 一月 1,０ ０ ０ 円 と い う こ と で 支 払 い を さ せ て いただ いて おり



ます 。な お、市 が委 嘱 してい る方 以外 にも、 現在 地域で は多 くの

見守 りの ボラン ティ ア の方に 活動 して もらっ てい るとい うこ とは

十分 承知 をして おり ま すが、 現時 点に おきま して は、そ の他 のボ

ランティアに対する謝金については考えてはおりません。

そ して 、担い 手確 保 の強化 策に つき まして は、 地域の 皆さ んの

活動 、そ れに対 する こ の負担 の軽 減、 そうい う視 点も踏 まえ た上

で、 地域 全体で 見守 り 活動が 分担 でき るよう な、 そうい う仕 組み

というものを考えてまいりたいというふうに考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津田議員 謝金についての考え方については分かりました。

見 守り ボラン ティ ア の方々 は通 学す る児童 の親 御さん です とか、

あと 祖父 母の方 が見 守 ってお られ ると お聞き して おりま す。 しか

し、 交通 安全指 導員 の 高齢化 が進 んで いるこ とや 担い手 のな いこ

とか ら、 定員割 れや 交 通指導 員が おら れない 箇所 があり ます が、

本市の考え方をお伺いいたします。

○門脇副議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 交通安 全指 導員 さんへ のお 尋ねで ござ いま

すが 、現 在指導 員の 高 齢化、 業務 負担 により まし て定員 割れ があ

るこ と、 これ十 分認 識 をして いる とこ ろでご ざい ます。 安全 指導

員さ んの 確保に つき ま しては 、こ れも 本当に 重要 な課題 であ ると

いう ふう に私ど もも 認 識して おり まし て、地 域全 体で見 守り 活動

が分 担で きるよ うな 仕 組みに つい て、 まずは 地元 の皆さ んと 協議

をしていきたいと、そういうふうに考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 担い 手の 確保策 の強 化や、 交通 安全



指導 員の 確保に つい て は重要 な課 題と 認識さ れて いると いう こと

で、 地域 全体で 見守 り 活動を 分担 でき るよう な仕 組みづ くり を、

本市 が早 急に地 元の 皆 さんと 協議 を行 ってい ただ きます よう 要望

いたします。

次 に、 徒歩で 通学 す る小学 生の 中で 最長距 離が どれぐ らい ある

のか お伺 いいた しま す 。また 、そ の生 徒の通 学方 法につ いて お伺

いいたします。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 徒 歩で 通学す る小 学生の 中で の最

長距 離が どれく らい か という こと と、 その通 学方 法につ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 まず個 別の 児童 の通学 距離 を具体 的に 把握

して るわ けでは ござ い ません が、 市内 小学校 にお きます 徒歩 によ

る通 学距 離は、 おお む ね４キ ロメ ート ル以内 とい う具合 に認 識し

てお りま す。通 学方 法 につき まし ては 、徒歩 を原 則とし てお りま

すが 、淀 江小学 校の 佐 陀地区 にお きま しては 、１ 年生か ら３ 年生

の児 童が 路線バ スに よ り通学 して おり まして 、特 例的に 費用 の一

部を助成しているところでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 と いう こ とは、 淀江 でい います と小 学生の ４年 生か

ら６ 年生 は、徒 歩で 最 長４キ ロの 距離 がある とい うこと があ りま

す。 他の 地域で もそ の ような 地区 があ ると聞 いて おりま す。 １時

間程 度は かかる 通学 時 間だと いう ふう に思い ます 。この 通学 に路

線バ スを 使用さ れる と お聞き しま した が、バ ス停 に行く まで の見

守りについてお伺いいたします。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。



○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 先 ほど の佐陀 地区 の児童 のバ ス停

まで の見 守りと いう こ とでご ざい ます けれど も、 朝、バ ス停 まで

集団 登校 いたし まし て 、バス 停で はバ ス利用 する 児童の 保護 者が

当番で見守りをしていると伺っているところでございます。

○門脇副議長 津田議員。

○津田議員 バス停利用の見守りについては分かりました。

続 いて 、市の 主体 と なる組 織を はっ きりさ せ、 各学校 の学 校運

営協 議会 等で確 実に 登 下校の 見守 り活 動につ いて 認識し てい ただ

き、 教育 委員会 もそ の 状況を 把握 する ことで 見守 り活動 の維 持を

図るべきと考えますが、本市の見解をお伺いいたします。

○門脇副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 通学 路 の見守 りの 在り 方につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 登下校 時の 安 全対策 につ きま しては 、保 護者や 学校 が子

ども たち への安 全教 育 を行う 中で 自身 の身を 守る 意識を 育て てい

くと いう ふうに して お ります 。そ の上 で、地 域の 方々に よる 見守

り活 動に より支 えて い ただい てい るも のとい うふ うに認 識を して

おり ます 。地域 の見 守 り活動 を維 持し ていく ため にも、 地域 学校

協働 活動 などを 通じ ま して地 域や 行政 が連携 を深 め、一 体と なっ

た取組を進めてまいりたい、このように考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 地域 や行 政が連 携を 深め、 一体 とな

った とい うこと でご ざ います が、 本市 でも複 数あ る関係 課が やっ

ぱり タッ グを組 んで 、 一体と なり 進め ていた だき ますよ うお 願い

いたします。

放 課後 に学校 で過 ご す子ど もが 増え ること によ り、下 校時 間に



幅が 生じ ます。 校内 で の見守 り同 様、 下校時 の見 守りに つい ても、

放課 後事 業の一 環で 強 化して いく こと も必要 であ ると考 えま す。

例で 言い ますと 、多 摩 市教育 委員 会で は、東 京都 の補助 金を 活用

し、 市内 の小学 校全 校 の通学 路に 防犯 カメラ を設 置して いま す。

防犯 カメ ラは、 保護 者 、地域 の皆 さん が行っ てい る登下 校時 の見

守り 活動 を補完 する た めに設 置さ れて います 。ま た、神 戸市 須磨

区で も２ 年で２ ０台 以 上設置 され てい ます。 見守 り活動 の担 い手

不足 から も深刻 にな っ ている こと から 、本市 に対 しても 通学 路の

防犯カメラの設置についても要望したいと思います。

続 きま して、 通学 時 の点検 につ いて です。 本市 の通学 路の 合同

点検 の実 施方法 につ い てお伺 いい たし ます。 また 、令和 ５年 度の

件数、対応状況についてお伺いいたします。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 通 学路 の点検 状況 、それ から 令和

５年 度の その件 数で す とか、 対応 状況 につい ての お尋ね でご ざい

ます が、 毎年度 各小 中 学校か ら通 学路 の新た な危 険箇所 の報 告を

集約 いた しまし て、 市 の教育 委員 会、 学校、 道路 管理者 、警 察な

どの 関係 者と合 同点 検 を実施 して おり ます。 その 点検結 果に 基づ

きま して 、歩道 やグ リ ーンベ ルト 、防 護柵の 設置 といっ たハ ード

対策 、そ れから 学校 や 地域に よる 交通 安全指 導な どのソ フト 対策

を検 討し 、実施 して い るとこ ろで ござ います 。令 和５年 度に つき

まし ては 、３０ か所 に ついて 合同 点検 を実施 いた しまし て、 昨年

１２ 月ま でにそ のう ち １７か 所に つき まして ハー ド対策 また はソ

フト 対策 を完了 して お ります 。残 りの １３か 所に つきま して も今

後ハード対策を講じることとしているところでございます。



○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 残 りの ハ ード対 策に つい てもよ ろし くお願 いい たし

ます。

関 係機 関によ る通 学 路点検 は、 夏休 みの期 間に 巡回点 検を 行っ

てい ると お聞き しま す 。天気 のよ い日 中の点 検で 、季節 や天 候に

よる 危険 箇所が 発見 で きない ので はな いでし ょう か。先 ほど の最

長距 離の 通学路 ４キ ロ の通学 路の 点検 はどう なの でしょ うか 。ま

た、 部活 帰りの 中学 生 などは 夜間 の帰 宅とな るの で、夜 間の 道路

の危険箇所は洗い出せないのではないかと考えます。

次 に、 蓋のな い側 溝 や川へ の転 落の リスク があ ります 。降 雪時

など は、 蓋のな い側 溝 は、境 界が 分か らず転 落し てしま う危 険が

あります。本市のお考えをお伺いいたします。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 降 雪時 などの 蓋の ない側 溝の 境界

が分 かり づらい 、そ う いった 危険 性に 対する 点検 等につ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 基本的 には その 報告を 学校 からい ただ く際

には 、様 々な危 険の 可 能性を 踏ま えて いるも のと 認識し てお りま

すけ れど も、お っし ゃ られま すよ うに 、降雪 時、 降雨時 も念 頭に

置い て、 天候に よる 影 響を踏 まえ た上 で報告 する ように 改め て各

学校 に周 知いた しま し て、危 険箇 所の 把握及 び安 全対策 の実 施に

努めてまいりたいと考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津田議員 分かりました。よろしくお願いいたします。

で は、 次に、 季節 に 応じた 通学 路点 検の実 施に ついて 本市 の御

所見をお伺いいたします。



○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 季 節に 応じた 通学 路点検 の実 施に

つい てと いうこ とで ご ざいま すけ れど も、先 ほど の答弁 と重 なる

部分 ござ います けれ ど も、そ うい った 季節な ど環 境の変 化を 考慮

した 上で 報告を いた だ きます よう に改 めて各 学校 に周知 いた しま

して 、危 険箇所 の把 握 に、そ れか ら安 全対策 の実 施に努 めて まい

りたいと考えております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 そ うい う ところ も念 頭に 入れて 報告 してい ただ きま

すよう、重ねてよろしくお願いいたします。

次 に、 震災発 生時 に はブロ ック 塀が 倒壊す る事 象が報 告さ れて

おり 、鳥 取西部 地震 で も、今 回の 能登 半島地 震で も家屋 倒壊 や道

路の 陥没 等あり まし た 。昔か ら問 題視 されて いる 倒壊が 懸念 され

る管 理不 全空家 の付 近 の通学 路の 点検 ですと か、 防災の 観点 での

通学路点検についてお伺いいたします。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 防 災の 観点を 踏ま えた上 での 通学

路点 検に ついて のお 尋 ねでご ざい ます が、先 ほど 天候で すと か、

穴の 空い た場所 です と か、そ うい った ような 質問 をいた だい たと

ころ です が、重 ねて の 答弁に なり ます が、い ずれ にいた しま して

も、 天候 や災害 など も 含めま して 環境 、状況 の様 々な変 化、 防災

も含 めて 、そう いっ た ことを 想定 した 上で、 ふだ んは問 題が ない

と思 われ るとこ ろも 特 定の条 件下 には 危険が 生じ る可能 性も ござ

いま す。 そうい った こ とも踏 まえ まし て、改 めて そうい った 視点

を持 って 危険箇 所を 報 告をす るよ うに 各学校 に対 して周 知す ると



とも に、 あわせ まし て 安全対 策の 実施 に努め てま いりた いと 考え

ております。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 分 かり ま した。 重ね ての 御答弁 とい うこと であ りま

した けど 、季節 や天 候 、夜間 、地 震等 の発生 時の ことも 念頭 に置

いて の点 検をし てい た だき、 ハー ド、 ソフト 対策 につい ても よろ

しくお願いいたします。

で は、 次に、 小学 生 の通学 時の 交通 安全、 不審 者対応 に関 する

教育についてお伺いいたします。

○門脇副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 交 通安 全、不 審者 対応に つい ての

お尋 ねで ござい ます が 、通学 時を 含め ました 学校 におけ る交 通安

全教 育は 、危険 の原 因 や事故 防止 につ いて理 解し 、安全 な行 動が

でき るこ とを目 標と い たしま して 、主 に体育 科や 総合的 な学 習の

時間 、特 別活動 の時 間 などで 指導 して いると ころ でござ いま す。

例え ば体 育科に おき ま しては 、交 通事 故が起 こる 原因に つい て理

解を した り、総 合的 な 学習の 時間 では 、校区 にあ る危険 箇所 に気

づか せる ための 安全 マ ップを 作っ たり 、特別 活動 の時間 では 、交

通事 故か ら身を 守る た めに大 切な こと を考え たり する、 そう いっ

た授 業を 行って いる と ころで ござ いま す。ま た、 少年育 成セ ンタ

ーの 職員 が小学 校の 交 通安全 教室 に青 色防犯 パト ロール カー 、通

称青 パト でござ いま す けれど も、 これ で出か けて いくな どし て不

審者 対応 の指導 や青 パ トの周 知を 行っ ている とこ ろでご ざい ます。

○門脇副議長 津田議員。

○津 田議 員 教 育に つ いて分 かり まし た。学 校で は様々 なこ とを



行わ れて 、校区 にあ る 危険箇 所に 気づ かせる ため の安全 マッ プ作

りで すと か、そ うい う 青色防 犯パ トロ ールカ ーを 、そう いう 保護

者っ てい うか、 そう い うよう な取 組も しとら れる という こと を理

解しました。

取 組と しては 、例 と して日 野市 では 、子ど もた ちを犯 罪か ら守

るた めに も市内 安全 パ トロー ルと 保護 者の、 地域 の人た ちに よる

見守 り以 外にも 、ス ク ールガ ード ボラ ンティ アに 取り組 まれ てい

ます 。こ れはウ オー キ ングや ジョ ギン グをし なが ら通学 路を パト

ロー ルす る、買 物時 間 を下校 時に 合わ せて買 物に 行く、 買物 に行

き通 学路 を通っ てみ る 、それ から 、あ と散歩 のコ ースを 通学 路に

して 登下 校の子 ども た ちと一 緒に 歩く という よう なこと で、 腕章

など を着 用して 見守 り に取り 組ま れて おり、 本市 でも取 り入 れて

いただきますよう御提案させていただきます。

通 学路 は子ど もた ち が学校 に行 くた めの道 です 。その 子ど もた

ちが 、未 来を担 う子 ど もたち が安 心し て伸び 伸び と大き く育 って

いく ため の環境 づく り をして いき たい という こと で決意 しま して、

私の質問を終わります。


